
定例会中に開催 された委員会の審

査や活動を報告 します。

財政委員会

住民に対す る

説明を丁寧 に

傷

中

（一園理″崚贔菫一一″一時崚̈
一̈
一̈
一̈
一

ら

の
意
見
を
受
け
、
執
行

部
よ
り
、
２
月
３
日

（金
）

と
４
日

（土
）
の
２
日
間
、

公
民
館
区

ご
と

に
住
民
説

ど
、
多
く

の
意
見
が
出
さ

ぶ出四一″崚
（一〓疇， ″一
れ嘘れはΓうな委員か

靱
中村委員長

ケ
ー
プ

ル
ネ

ツ
ト

ワ

ー
ク
施

設
条
例

の
制

定
（条
例
の
内
容
に
つ
い
て

は
４
ぺ
―
ジ
に
記
載
）

委
員
よ
り
、
Ｈ
月
２‐
日

に
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で

住
民
説
明
会
を
開
催
し
て

い
る
が
、
住
民

に
対
し
て

な
ぜ
有
料
化

に
す
る
の
か

と

い
う
行
政
と
し
て
の
説

明
責
任
は
果
た
す

べ
き
で

あ
る
。

全
市
拡
張
し
、
情
報
格

差
を
無
く
し
た

い
と

い
う

姿
勢
は
分
か
る
が
、
丁
寧

に
住
民

へ
の
説
明
を
し
て

い
く
と

い
う

こ
と
が
自
治

基
本
条
例

の
精
神
で
あ
る
。

本
当

に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ

ビ
事
業

の
拡
張
や
有
料
化

明
会
を
再
度
開
催
す
る
。

住
民
説
明
会
を
開
催
す

る
に
あ
た

っ
て
は
、
広
報

や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
周

知
す
る
と
と
も

に
、
公
民

館
長
等

に
地
区
住
民

へ
の

参
加
要
請
を
相
談
す
る
な

ど
、
多
く

の
方

に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
方
法

で
周
知
し
た

い
と

の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
今
後
開

催
さ
れ
る
住
民
説
明
会

の

経
過
を
見
据
え

て
、
委
員

会
と
し
て
の
結
論
を
出
す

必
要
が
あ
る
と

い
う

こ
と

で
、
出
席
者
全
員
を
も

っ

て
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

議会だよりかまし(23号 )



魃

鶴

鰈

機

漑̈
市民の立場に立 ち

段階的な引き上 げを

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の

一
部
を
改
正

（条
例
の
内
容
に
つ
い
て

は
２
ぺ
―
ジ
に
記
載
）

修
正
の
理
由

国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
は
、
毎
年
、
赤
字
を
計

上
し
な
が
ら
も
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

の
開
始
や

国
の
医
療
制
度
改
革
の
不

透
明
感
か
ら
、
税
率
引
き

上
げ
を
見
送
り
、
翌
年
度

か
ら
繰
り
上
げ
充
用
す
る

な
ど
、
当
座
を
し
の
い
で

き
ま
し
た
。

平
成
２２

・
２３
年
度
の
赤

字
額
は
２
カ
年
で
４
億
１

千
万
円
、
前
期
高
齢
者
交

付
金
の
過
年
度
分
精
算
影

響
額
が
３
億
円
と
合
計
で

７
億
１
千
万
円
の
赤
字
が

累
積
し
、

２４
年
度
以
降
に

お

い
て
も
、
毎
年
２
億
１

千
万
円
の
赤
字
が
計
上
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。

ま
た
、
滞
納
額
は
、
４

億
４
千
万
円
と
な

っ
て
お

り
、
人
的
配
置
な
ど
を
行

い
、
滞
納
解
消
策
を
講
じ

る
と
と
も

に
、
特
定
健
康

診
査
や
特
定
保
健
指
導
な

ど
健
康
づ
く
り
事
業
の
更

な
る
充
実

。
医
療
費
の
抑

制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
会
計
単
独
で
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
国
民
健
康

保
険

の
構
造
上
の
問
題
、

市
民
の
所
得

の
状
況
を
み

る
と
、
不
可
能
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

今
回
の
提
案
で
累
積
赤

字
額
７
億
１
千
万
円
を

一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、

計
画
的
に
解
消
す
る
こ
と

に
は

一
定
の
理
解
は
示
す

も
の
の
、
市
民
の
立
場
に

立

つ
議
会
と
し
て
、　
一
度

の
値
上
げ
を
行
う
の
で
は

な
く
、
３
年
間
に
ふ
り
わ

け
、
市
民
の
負
担
軽
減
を

お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

修
正
案
の
内
容
と
し
ま

し
て
は
、

２４
年
度
、

２５
年

度

に
は
そ
れ
ぞ
れ
１０
％
、

２６
年
度
に
５
％
と
引
き
上

げ
の
傾
斜
を
緩
め
る
も
の

で
す
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

本
案
は
、
鴨
生
地
区
水

害

に
伴
う
調
整
池
造
成

の

た
め

に
用
地
を
取
得
す
る

も

の
で
、
所
在
地
は
嘉
麻

市
鴨
生
字
野
間
、
字
枝
坂

に
位
置
し
、
面
積
は
９
０

２
６

・
７
３
平
方
メ
ー
ト

ル
、
取
得
金
額
は
、
３
７

２
８
万
円
で
、
契
約

の
相

手
方
は
、
日
本

コ
ー
ク
ス

エ
業
株
式
会
社
、
代
理
人

と
し
て
新
田
川
不
動
産
株

式
会
社
と
仮
契
約
を
締
結

し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
３
年
、
平

成
１５
年
、
平
成
２‐
年

に
鴨

生
地
区

で
発
生
し
た
水
害

対
策
を
行
う
も

の
で
あ
る

た
め
、
全
体
的
な
改
修
計

画
案

の
説
明
も
受
け
、
審

査
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
改
修
計
画
案

の
内
容
は
、

こ
の
土
地
を

取
得
し
調
整
池
を
新
設
す

る
ほ
か
、
調
整
池
を
も
う

１
箇
所
新
設
す
る
計
画
や

水
路
拡
幅
及
び
堰
の
改
修
、

飯
塚
市
内

の
調
整
池
新
設

な
ど
、
将
来

の
複
雑
な
災

害

に
も
対
応

で
き
る
よ
う

な
計
画
を
立

て
、
実
施
し

て
い
き
た

い
と

の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

鶴
田上委員

畿

酪鶴

轟

森 委員長  北冨副委員長

計画的な水害対策 を

山倉委員   坂口委員

民生文教委員会

嶋田委員長
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